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講時 単位数 2

履修に当たっ
ての注意・助言
/準備学習

「ただ物語を読む」というような気持ちで受けるのではなく、言葉の内奥を読み解くような気持ちで臨んでもらい
たい。また、授業以外のところで（普段の学校生活や日常生活において）、参考になるものがないかを探してみ
て欲しい。

講義計画

１．オリエンテーション　　講義の進め方と資料配布
２．『教行信証』の概要
３．宗教的「救い」とは何か？
４．真実の教え
５．王舎城の悲劇①
６．王舎城の悲劇②
７．「救い」の構造
８．自らの真の姿に目覚める
９．総序が意味するもの
10．仏教的救い①　自力的な救い
11．仏教的救い②　他力的な救い
12．他宗教の救い　キリスト教的な救い
13．他宗教の救いと仏教の救いの違い
14．まとめ
15．課題

テキスト 初回講義時に、プリントを配布します。

参考書

目的と概要

親鸞の主著である『教行信証』冒頭にある「総序」は、単なる序論という意味合いではなく、教行信証全体を、ひ
いては親鸞思想の全体を見ていく上で非常に大きな意味を持った文であると言える。真実の教えとそれの具体
的な内容が簡潔に述べられている。そこで授業においては、総序を読み進めていきながら、仏典の概要・阿弥
陀思想の特徴などを見ていきたいと思う。また、場合によっては、他宗教との対比をしながら、それぞれの特異
性をうかがってみようと思う。

成績評価法 課題・出席・授業への取り組みなど、総合的にみて評価を行う。

開期 後期 火曜日3限

授業テーマ 『教行信証』の「総序」を読む
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